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全国学力・学習状況調査の活用に係る動画



学校や学級ごとに、
縦に児童生徒(S：Student)、横に設問(P：Problem)を
それぞれ正答数、全国正答率の多い順に並べ、
Ｓ曲線(青)とＰ曲線(赤)を書いた表。

児童生徒が理解していない可能性が高い設問や、学校や
学級全体における課題の傾向を見つけ出すことができる。

文部科学省公表資料より作成

S-P表とは
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文部科学省提供のサンプルデータをもとに作成
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青線より左のマス数 ＝ 正答数



全国正答率
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青線(S曲線)

誤答(色付きセル)のうち、青線より、
左…黄色 右…オレンジ色

セルについて
色付き…誤答
数字…解答類型

（0は無答、99はその他)

重点的に対応すぐに対応すぐに対応可
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(例) 全体9人×0.700=6.3

→四捨五入し、6マス
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△赤点線より赤実線が上
→内容の理解に課題？

○赤点線より赤実線が下
→成功例として成果を共有
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赤点線

誤答(色付きセル)の数字が示す解答類型を、
国立教育政策研究所の報告書等を用いて分析

△赤点線より赤実線が上
→内容の理解に課題？

○赤点線より赤実線が下
→成功例として成果を共有
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まとめ
●個人番号（児童生徒）…上から正答数の多い順 に並ぶ。
●問題番号（設問） …左から全国正答率の高い順 に並ぶ。

●セルの数字 …設問への生徒の解答類型 (0：無回答、99：その他)
●色付きセル …誤答 (青線より左は黄、右はオレンジ)

●青線(S曲線) …各児童生徒の正答数 (青線の左のマス数が正答数)

●赤実線(P曲線) …各設問の正答人数 (赤実線の上のマス数が正答人数)
●赤点線 …全国平均 (赤点線の上のマス数 が集団人数×全国正答率)

※優先順位 … 縦線：青線(S)＞赤実線(P)＞赤点線(全国)

横線：赤実線(P)＞青線(S)＞赤点線(全国)
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